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天草棚底地区における地域遺産活用に関する研
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近年，都市計画法や景観法と連携して，「文化財」として地域景観を特徴づけ，

その保全に資する文化的景観制度が注目されている．本研究では，熊本県天草市

棚底地区を対象として実践されている文化的景観保全計画策定を通して，地域住

民に認知されつつある地域資産の活用のあり方について考えた．同地区は天草上

島の扇状地上に位置し，1972 年（昭和 47）天草大水害を経験しており，他の地

区には見られない屋敷を取り巻く防風石垣やコグリと呼ばれる石積みの地下農業

用水路を有している．文化的景観保全は地域づくりと密接な関連を持ち，地域遺

産に対する地域住民の適切な理解は，文化的景観保全及び地域防災計画策定の両

方と相互補完的関係にあると考えられる．    
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